
３．農薬資材の削減及び省力化

国産石灰窒素は農薬登録されています
農薬効果を利用してトータルコストの削減が計れます



①トマトに対するネコブセンチュウ防除効果試験

千葉大学園芸学部付属日本園芸生産研究所 １９５０年

試験地土性 ：火山灰土、例年無肥料畑で、センチュウの発生が著しい

品 種 ：ポンテローザ
石灰窒素施用： 石灰窒素５６ｋｇ／１０ａ 区 ４月１５日

石灰窒素１１３ｋｇ／１０ａ 区 ４月５日、４月１５日均等分施用
植 付 ：５月１日（各区３０本）

罹　病　の　程　度
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１）センチュウ防除１）センチュウ防除

（１）農薬効果を利用
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②ダイコンに対するネグサレセンチュウ防除効果試験

岩手県農業試験場、1989年

・施肥 ５／９ 石灰窒素 ５０ｋｇ、１００ｋｇ／１０ａ
・播種 ５／１９
・収穫調査 ７／１３
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③大豆に対するシストセンチュウ防除効果試験

山形農試 １９５２年

施用量
石灰窒素：７７ｋｇ／１０ａ
硫安 ：７５ｋｇ／１０ａ
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除草効果
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夏秋キャベツの除草効果（図）

２）除草効果

国産石灰窒素の連用で雑草を防除!!



①キャベツ根こぶ病に対する国産石灰窒素とフロンサイドの併用効果例

実施場所
宮城県迫普及所（１９９３年）

耕種法
・品種 ＹＲ青春
・定植 ８月２５日

収穫開始 １１月８日 （１１月１１日；調査日）
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３）根こぶ病（キャベツ、ハクサイ）での他薬剤と併用効果



② ハクサイ根こぶ病に対する国産石灰窒素とダゾメット粉粒剤の併用効果例

試験研究方法
・試験場所 ： 貴志川町発生圃場
・耕種概要 ： 品種；大福７５ 定植時期；１０月３日
・処理量・方法： 耕起後、９月１２日 ダゾメット剤を畦面に施用し、レーキで混和した後

散水し、ポリフィルムで被覆。９月２２日にポリフィルムを除去し、レーキで
ガス抜き、定植まで放置

・調査方法 ： １２月８日に２０株当りの根部発病程度を調査

和歌山県農試病虫部（平成７年２月）

処　理　区　（処　理　量） 発病株率 発病度 防除価

無　処　理 95% 41.7 －

石灰窒素単用（１００ｋｇ／１０ａ） 65% 25.8 38.1

ダゾメット単用（３０ｋｇ／１０ａ） 55% 19.2 54.0

ダゾメット（３０ｋｇ／１０ａ）＋
石灰窒素（１００ｋｇ／１０ａ）

0% 0 100.0
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４）フザリウム菌に対する発芽阻止力４）フザリウム菌に対する発芽阻止力

土壌中のＦ．Ｏｘｙｓｐｏｒｕｍ分生胞子に対して

松田 明農学博士（元茨城県農業試験場病虫部長）の論文から引用

フザリウム菌
は発芽しない

石灰窒素；１００ｋｇ／１０ａ
（深さ；１０ｃｍ）に相当


	４）フザリウム菌に対する発芽阻止力

